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「
令
和
２
年
を
寿
い
で
」

日
光
戦
場
ヶ
原
、
小
田
代
ヶ
原
、

男
体
山
が
美
し
く
の
ど
か
に
描
か

れ
て
い
た
。

　
さ
ら
に
、
栃
木
県
の
地
名
（
那

須
平
成
の
森
、
鹿
沼
市
の
強
飯
式
、

華
厳
の
滝
、
湯
西
川
温
泉
の
か
ま

く
ら
祭
り
等
）
を
詠
み
込
ん
だ
歌

詞
に
、
宮
内
庁
楽
部
が
栃
木
の
民

謡
や
郷
土
舞
を
基
に
作
曲
及
び
振

り
付
け
し
た
、
悠
紀
地
方
風
俗
歌

舞
（
ゆ
き
ち
ほ
う
ふ
ぞ
く
の
う
た

ま
い
）（
雅
楽
と
舞
）も
演
じ
ら
れ
た
。

　
悠
紀
地
方
風
俗
歌
屏
風
等
は
、

年
内
に
宮
内
庁
の
借
用
許
可
が
得

ら
れ
れ
ば
特
別
公
開
を
催
し
た
い
。

《
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
》

　
東
京
２
０
２
０
大
会
等
は
、
県

民
に
元
気
と
活
力
を
も
た
ら
す
と

と
も
に
、
栃
木
県
を
国
内
外
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。

県
内
で
の
聖
火
リ
レ
ー
は
最
初
の

日
曜
日
を
含
む
３
月
29
日
（
日
）

と
30
日
（
月
）
で
あ
り
、
多
く
の

県
民
の
目
に
触
れ
、
記
憶
に
刻
ま

れ
る
県
民
参
加
型
の
リ
レ
ー
と
な

る
よ
う
準
備
を
進
め
た
い
。

　
県
が
選
定
に
関
わ
っ
た
53
名

（
組
）
を
含
め
、
２
日
間
で
ス
ポ

ン
サ
ー
枠
の
ラ
ン
ナ
ー
と
共
に
約

１
８
０
名
が
２
０
０
㍍
づ
つ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
灯
を
つ
な
ぐ
。
間
も

な
く
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
の
走
る
区
間

が
組
織
委
員
会
か
ら
公
表
さ
れ
る
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
７
月

に
控
え
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
選
手
の
事

前
キ
ャ
ン
プ
が
決
定
し
て
い
る
陸

上
競
技
以
外
も
次
々
と
確
定
し
て

い
く
見
込
み
で
あ
る
。

　
ア
フ
リ
カ
や
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

か
ら
も
キ
ャ
ン
プ
に
訪
れ
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
県
内
各
地
で

様
々
な
国
と
の
交
流
拡
大
を
図
っ

て
参
り
た
い
。

《
栃
木
に
元
気
を
》

　
全
国
で
昨
年
１
年
間
の
出
生
者

は
約
86
万
人
、
死
亡
者
は
１
３
７

万
人
で
約
51
万
人
の
人
口
減
で
あ

る
。
県
内
も
約
１
万
１
千
人
の
減

と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
人
口
減

少
社
会
に
あ
っ
て
も
、
地
域
の
活

力
を
維
持
向
上
さ
せ
て
い
か
な
か

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
年
末
に
は「
ア
イ
ス
バ
ッ
ク
ス
」

が
日
本
一
に
輝
き
、
新
春
は
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
「
ブ
レ
ッ
ク

ス
」
や
、
高
校
サ
ッ
カ
ー
の
「
矢

板
中
央
高
校
」
が
準
決
勝
に
進
出

し
、
多
く
の
勇
気
と
元
気
を
も
ら

っ
た
。
２
年
後
に
は
「
い
ち
ご
一

会
と
ち
ぎ
国
体
」
「
い
ち
ご
一
会

と
ち
ぎ
大
会
」
（
障
害
者
の
ス
ポ

ー
ツ
大
会
）
を
迎
え
る
。
１
月
の

日
光
市
に
お
け
る
「
冬
季
国
体
」

を
皮
切
り
に
国
体
イ
ヤ
ー
と
な
る
。

《
子
年
に
あ
た
り
》

　
干
支
の
ス
タ
ー
ト
「
子
年
」
を

迎
え
た
。
鼠
の
嗅
覚
は
犬
と
同
等

か
そ
れ
以
上
と
言
わ
れ
て
い
る
。

予
知
能
力
も
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
県
民
の
思
い
や
願
い
を
真
摯
に

聴
き
、
時
代
の
潮
流
を
的
確
に
捉

え
な
が
ら
、
「
選
ば
れ
る
栃
木
」

の
実
現
の
た
め
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
を
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

栃木に元気と活力を
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『
福
田
家
の 

茶
の
間
』

　
今
年
の
元
旦
も
夫
と
共
に
皇
居・

正
殿
松
の
間
で
の
「
新
年
祝
賀
の

儀
」
に
参
列
し
た
。
代
替
わ
り
後

初
め
て
と
い
う
こ
と
で
緊
張
し
た

が
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
拝
見
し
、

新
し
い
時
代
の
幕
開
け
を
感
じ
た
。

　
昨
年
も
10
月
に
男
体
山
に
登
っ

た
（
写
真
）。
何
歳
ま
で
登
れ
る

か
挑
戦
し
よ
う
と
再
開
し
た
登
山

も
19
回
目
。
60
歳

を
過
ぎ
た
頃
か
ら

少
し
し
ん
ど
く
な

っ
て
き
た
が
、
５

月
か
ら
早
朝
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
を
し
て

い
る
の
で
大
丈
夫

だ
ろ
う
と
思
い
つ

つ
、
当
日
ま
で
不

安
だ
っ
た
。
台
風

の
影
響
も
あ
り
、

男
体
山
登
山
と
し

て
は
ぎ
り
ぎ
り
の

時
期
だ
っ
た
が
、

意
外
と
体
が
軽
く
、

山
頂
に
た
ど
り
着
い
た
時
に
は
ほ

っ
と
し
た
。
お
に
ぎ
り
を
食
べ
な

が
ら
夫
に
「
何
で
こ
ん
な
大
変
な

思
い
を
し
て
登
る
ん
だ
ろ
う
ね
」

と
聞
く
と
、
「
去
年
の
自
分
と
比

べ
て
、
気
力
・
体
力
が
劣
っ
て
い

な
い
か
、
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
な
る

ん
だ
よ
」
と
の
返
事
。
妙
に
納
得

し
て
、
『
も
う
少
し
頑
張
っ
て
み

よ
う
』
と
思
っ
た
。

　
一
昨
年
９
月
に
我
が
家
に
き
た

ま
ー
く
ん
（
黒
パ
グ
）
も
１
歳
半

に
な
っ
た
。
正
月
明
け
か
ら
食
欲

が
な
く
な
り
元
気
が
な
く
な
っ
た
。

い
つ
も
ス
ト
ー
ブ
の
前
に
座
っ
て

い
る
の
で
脱
水
症
状
か
と
思
っ
た

が
水
も
飲
ま
な
い
。
獣
医
さ
ん
に

診
て
頂
い
て
も
原
因
が
分
か
ら
な

い
。
野
菜
ス
ー
プ
を
作
っ
て
あ
げ

た
ら
少
し
づ
つ
食
べ
る
よ
う
に
な

り
、
だ
ん
だ
ん
元
気
に
な
っ
た
。

今
は
元
の
や
ん
ち
ゃ
ぶ
り
を
発
揮

し
て
い
る
が
、
そ

の
間
夫
が
あ
れ
や

こ
れ
や
と
心
配
し

た
。
今
や
ま
ー
く

ん
は
我
が
家
に
と
っ

て
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
で
あ
る
。

　
昨
年
は
い
つ
に

も
ま
し
て
忙
し
か

っ
た
。
や
る
べ
き

こ
と
が
い
っ
ぱ
い

で
余
裕
が
な
く
、

些
細
な
こ
と
で
イ

ラ
イ
ラ
し
た
。
そ

ん
な
と
き
夫
の
言

葉
を
思
い
出
し
た
。『
心
が
疲
れ

た
時
に
は
体
を
動
か
し
、
体
が
疲

れ
た
時
に
は
心
に
響
く
こ
と
を
す

る
』。
ま
ー
く
ん
と
の
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
は
一
番
の
薬
の
よ
う
で
あ
る
。

　
昨
年
の
台
風
19
号
で
は
県
内
も

大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
被
災
し

た
皆
様
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
穏
や
か
な
良
い
年
に
な

り
ま
す
よ
う
に
！

　
福
田
知
事

は
今
年
、
知

事
就
任
16
年
目
を
迎
え
た
。
知
事

就
任
後
再
刊
し
た
『
初
心
』
も
新

春
号
で
30
号
と
な
っ
た
。

　
昨
年
は
、
平
成
か
ら
令
和
へ
、

天
皇
陛
下
の
代
替
わ
り
に
伴
う
儀

式
が
続
い
た
。
大
嘗
祭
で
栃
木
県

が
選
ば
れ
た
こ
と
も
相
ま
っ
て
多

忙
な
１
年
と
な
っ
た
。

　
令
和
と
し
て
初
の
新
春
を
、
ご

家
族
そ
ろ
っ
て
お
迎
え
に
な
ら
れ

ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
10
月
の
台
風
19
号
に
伴
う

記
録
的
な
豪
雨
に
よ
り
、
過
去
に

類
を
見
な
い
広
範
か
つ
甚
大
な
被

害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
１
日
も

早
い
生
活
の
再
建
が
可
能
と
な
り

ま
す
よ
う
、
復
旧
・
復
興
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

《
大
嘗
祭
に

「
と
ち
ぎ
の
星
」
を
供
納
》

　
昨
年
５
月
に
本
県
が
悠
紀
（
ゆ

き
）
地
方
に
選
定
さ
れ
、
御
代
替

わ
り
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
大
嘗

祭
に
お
い
て
、
県
が
開
発
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
品
種
米
「
と
ち
ぎ
の

星
」
が
供
納
さ
れ
、
後
世
に
も
名

前
が
語
り
継
が
れ
る
品
種
に
な
っ

た
こ
と
は
大
変
名
誉
な
こ
と
で
し

た
。

　
平
成
か
ら
令
和
に
年
号
が
変
わ

っ
た
昨
年
は
、
数
多
く
の
儀
式
が

皇
居
で
行
わ
れ
、
知
事
と
し
て
参

列
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き

誠
に
光
栄
な
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
嘗
祭
で
の
稲
舂
歌
（
い
ね
つ

き
う
た
）
に
は
高
根
沢
が
、
風
俗

歌
（
ふ
ぞ
く
う
た
）
で
は
天
平
の

丘
（
下
野
市
）
が
詠
み
込
ま
れ
た

歌
詞
に
栃
木
の
俚
謡
（
り
よ
う
）

を
参
考
に
作
曲
も
さ
れ
た
。

　
大
饗
（
だ
い
き
ょ
う
）
の
儀
で

は
風
俗
歌
屏
風
（
ふ
ぞ
く
う
た
び

ょ
う
ぶ
）
が
披
露
さ
れ
、「
春
」
は

龍
門
の
滝
と
桜
、
「
夏
」
は
那
須

連
山
に
那
珂
川
、
「
秋
」
は
三
毳

山
周
辺
の
田
園
風
景
、
「
冬
」
は

　
9
月
30
日
（
月
）
、
作
家
の
家

田
荘
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
恒
例

の
文
化
講
演
会
が
、
宇
都
宮
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
を
会
場
に
５
０
０
余

名
の
参
加
者
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

　
12
月
1
日
（
日
）
、
今
年
で
37

回
目
と
な
る
恒
例
の
『
も
ち
つ
き

大
会
』
が
今
宮
公
園
で
開
催
さ
れ
、

延
べ
１
５
０
０
名
が
来
場
さ
れ
た
。

　
前
日
か
ら
地
元
の
陽
光
地
区
後

援
会
の
皆
様
が
手
際
よ
く
た
く
さ

ん
の
材
料
を
準
備
し
て
下
さ
り
、

当
日
は
朝
７
時
か
ら
大
き
な
鉄
鍋

３
つ
に
け
ん
ち
ん
汁
を
作
り
、
あ

ん
こ
、
き
な
粉
、
納
豆
、
お
ろ
し

な
ど
を
ま
ぶ
し
た
つ
き
た
て
の
餅
、

け
ん
ち
ん
汁
、
綿
あ
め
の
他
、
お

か
ら
ド
ー
ナ
ッ
ツ
や
コ
ロ
ッ
ケ
、

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
特
製
の
釜
で
焼

か
れ
た
焼
き
芋
を
準
備
し
て
皆
様

を
お
待
ち
し
た
が
、
家
族
づ
れ
な

ど
が
次
か
ら
次
へ
と
訪
ね
て
こ
ら

れ
、
11
時
を
待
た
ず
に
ス
タ
ー
ト
。

餅
が
つ
き
あ
が
る
ご
と
に
長
蛇
の

列
が
で
き
、
用
意
し
た
材
料
は
終

了
時
刻
を
待
た
ず
に
次
々
と
品
切

れ
と
な
り
、
最
高
の
人
出
を
更
新

し
て
終
了
し
た
。
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文
化
講
演
会

家
田
荘
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
て

知
事
と
語
る
会

知
事
就
任
の
日
を
記
念
し
て

も
ち
つ
き
大
会

１
５
０
０
名
の
参
加
者
を
迎
え
て

　
ご
自
身
の
生
き
様
を
語
ら
れ
た

家
田
さ
ん
。
「
私
は
し
ゃ
べ
り
が

下
手
だ
か
ら
聞
き
上
手
に
な
る
」

「
優
し
く
さ
れ
る
と
嬉
し
く
っ
て

人
に
も
優
し
く
し
た
い
」
「
人
生

は
楽
し
い
こ
と
と
良
く
な
い
こ
と
、

同
じ
く
ら
い
。
自
分
が
大
変
な
と

き
、
人
を
喜
ば
せ
て
あ
げ
た
い
」

「
人
生
は
た
く
さ
ん
の
人
に
助
け

ら
れ
て
生
き
て
い
け
る
」
「
こ
れ

ま
で
自
分
の
た
め
に
生
き
て
き
た
、

人
の
た
め
に
生
き
て
こ
な
か
っ
た
」

平
成
19
年
に
高
野
山
大
学
に
て
伝

法
灌
頂（
で
ん
ぽ
う
か
ん
じ
ょ

う
）
を
受
け
、
僧
侶
で
も
あ
る
家

田
さ
ん
は
、
い
つ
か
女
性
の
た
め

の
駆
け
込
み
寺
を
作
り
た
い
と
語

っ
た
。「
い
ち
ご
が
好
き
」と
い
う

家
田
さ
ん
は
テ
レ
ビ
か
ら
受
け
る

印
象
と
は
異
な
り
、
小
柄
で
華
奢

な
可
愛
ら
し
い
女
性
だ
っ
た
。

　
11
月
７
日
、「
知
事
と
語
る
会
」

が
宇
都
宮
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
を
会

場
に
、
１
５
０
余
名
の
参
加
者
を

得
て
開
催
さ
れ
た
。

　
福
田
知
事
は
10
月
の
台
風
19
号

に
よ
る
被
害
状
況
と
復
旧
の
見
通

し
か
ら
話
し
始
め
た
。

　
次
に
、
横
断
歩
道
で
止
ま
ら
な

い
県
、
ワ
ー
ス
ト
１
だ
っ
た
栃
木

県
が
29
位
に
大
躍
進
し
た
こ
と
。

　
総
合
運
動
公
園
の
武
道
館
や
ス

タ
ジ
ア
ム
、
体
育
館
や
プ
ー
ル
の

工
事
の
進
捗
状
況
を
説
明
し
、
い

ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
や
い
ち
ご

一
会
募
金
へ
の
協
力
を
依
頼
し
た
。

　
２
月
26
日
の
天
皇
陛
下
御
在
位

30
年
記
念
の
宮
中
茶
会
で
代
表
挨

拶
を
し
た
こ
と
、
５
月
８
日
の

「
賢
所
に
期
日
奉
告
の
儀
」
に
知

事
会
を
代
表
し
て
出
席
し
た
こ
と
。

大
嘗
祭
で
悠
紀
（
ゆ
き
）
地
方
に

栃
木
県
が
選
ば
れ
た
こ
と
に
よ
る

一
連
の
皇
室
行
事
に
参
列
し
た
貴

重
な
経
験
に
話
が
及
ん
だ
。

　
ま
た
、20
年
３
月
に
聖
火
リ
レ
ー

が
あ
り
、
７
月
に
東
京
五
輪
が
開

会
す
る
こ
と
。
世
界
か
ら
選
ば
れ

る
栃
木
を
目
指
し
て
、
来
県
し
た

外
国
人
に
移
住
・
定
住
を
呼
び
か

け
る
と
話
し
、
会
を
締
め
括
っ
た
。

　『
初
心
』
は
こ
れ
か
ら
も
、
知
事

の
県
政
へ
の
取
り
組
み
や
思
い
、

日
々
の
出
来
事
な
ど
を
分
か
り
易

く
ま
と
め
て
皆
様
に
お
届
け
し
て

参
り
ま
す
。
ご
一
読
下
さ
い
。

2020年 半年間の行事予定

日 時：２月16日（日）
　　　 AM １１：００～
場 所：ホテル東日本宇都宮
会 費：５０００円

日 時：５月中旬～６月上旬
場 所：未定
主 催：ハイキング愛好会

※会員の皆様には、日時・場所等が決まり次第ご連絡
　致します。

ゆりの会新年会（女性のみ）

ハイキング

※ゆりの会は、福田富一知事を支援する女性の会です。   
　毎年、２月の第３日曜日に『ゆりの会新年会』を
　秋に講師の先生をお招きしての『文化講演会』を
　開催しております。
　多くの皆様のご参加をお待ちしております。
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め
、
上
流
の
栃
木
県
に
お
い
て
も

自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
」
な
ど
と
す
る
宣
言

を
全
会
一
致
で
決
め
た
。

　
今
後
、
個
人
や
企
業
、
行
政
な

ど
に
、
ポ
イ
捨
て
禁
止
や
マ
イ
バ
ッ

グ
の
推
奨
、
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
使
用
削
減
、
再
生
材
や
生
分

解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
促
進
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
リ
サ
イ
ク

ル
の
徹
底
な
ど
を
求
め
て
い
く
。

　
会
議
終
了
後
、
廃
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
布
に

書
か
れ
た
宣
言
文
と
と
も
に
記
念

撮
影
が
行
わ
れ
た
。
福
田
知
事
は

記
者
団
に
「
栃
木
か
ら
プ
ラ
ご
み

を
無
く
し
て
い
く
こ
と
は
海
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
県
民
に
は

不
必
要
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は

持
た
な
い
な
ど
上
手
な
付
き
合
い

方
を
お
願
い
し
た
い
」
と
話
し
た
。

　こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
下
野
新
聞
、
読
売
新
聞
、
朝

日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
産
経
新
聞
、
東
京
新
聞
、

日
本
経
済
新
聞
、
の
記
事
を
抜
粋
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
栃
木
県
や
群
馬
、
茨
城
、
福
島
、
新
潟

の
５
県
の
知
事
に
よ
る
第
15
回
北
関
東
磐

越
５
県
知
事
会
議
が
８
月
21
日
、
群
馬
県

日
本
語
指
導
の
拡
充
提
案

◇
７
月
４
日
　
都
内
で
「
東
京
県
人
会
」
／

新
国
立
劇
場
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
エ
リ
ア
に
大
谷
石

が
使
わ
れ
る
こ
と
や
11
月
の
大
嘗
祭
に
本

県
米
が
献
納
さ
れ
る
こ
と
等
紹
介
す
る
。

◇
７
月
６
日
　
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

上
三
川
／「
免
許
返
納
、支
援
充
実
図
る
」

◇
７
月
20
日
　
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ

ー
ラ
ム
in
那
珂
川
／
独
居
高
齢

者
の
支
援
策
を
紹
介
す
る
。

◇
８
月
１
日
　
那
珂
川
町
と
防
災

図
上
総
合
訓
練
／
「
危
機
意
識

を
持
っ
て
防
災
に
努
め
る
こ
と

は
県
民
の
生
命
財
産
を
守
る
た

め
に
極
め
て
重
要
」
と
訓
示
。

◇
８
月
20
日
　
都
内
で
「
と
ち
ぎ

企
業
立
地
・
魅
力
発
信
セ
ミ
ナ

ー
」
／
栃
木
県
の
魅
力
や
立
地

環
境
の
優
位
性
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

◇
９
月
27
日
　
高
根
沢
町
で
「
斎
田
抜
穂
の

儀
」
に
参
列
／
「
大
嘗
祭
に
向
け
お
い
し

い
と
ち
ぎ
の
星
を
供
納
で
き
る
よ
う
県
と

し
て
も
最
大
限
応
援
を
し
て
い
き
た
い
」
。

◇
９
月
28
日
　
茨
城
県
で
「
い
き
い
き
茨
城

ゆ
め
国
体
」
／
「
優
勝
目
指
し
て
頑
張
っ

て
」
と
激
励
（
上
記
写
真
）。

◇
10
月
18
日
　
内
閣
府
と
国
交
省
に
台
風
19

号
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
支
援
を
要
望
。

◇
10
月
22
日
　
皇
居
正
殿
松
の
間
で
の
「
即

位
礼
正
殿
の
儀
」
に
参
列
。

◇
10
月
29
日
　
皇
居
豊
明
殿
で
の
「
饗
宴
の

儀
」
に
参
列
。

◇
11
月
１
日
　
大
阪
市
で
「
と
ち
ぎ
企
業
立

地
・
魅
力
発
信
セ
ミ
ナ
ー
in
大
阪
」
／
栃

木
県
の
優
れ
た
立
地
環
境
を
ア
ピ
ー
ル
。

◇
11
月
11
日
　
総
理
大
臣
官
邸
で
政
府
主
催

「
全
国
都
道
府
県
知
事
会
議
」
に
出
席
。

◇
11
月
14
〜
15
日
　
皇
居
大
嘗
宮
で
の
「
大

嘗
宮
の
儀
」
に
参
列
。

◇
11
月
16
日
　
皇
居
豊
明
殿
で
の
「
大
饗
の

儀
」
に
参
列
。

◇
11
月
27
日
　
大
田
原
市
で
資
生
堂
の
新
工

場
完
成
式
／
地
元
雇
用
に
熱
い
期
待
。

◇
12
月
６
日
　
首
相
公
邸
で
の
「
首
相
主
催

晩
餐
会
」
に
出
席
。

◇
12
月
11
日
　
安
心
し
て
年
末
年
始
を
過
ご

せ
る
よ
う
に
宇
都
宮
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
。

５
県
知
事
会
議

22
年
と
ち
ぎ
国
体 
決
定

関
東
全
域
接
種
を
要
望

国
体
と
身
障
者
大
会
成
功
に

　
向
け
、実
行
委
員
会
発
足

豚
コ
レ
ラ
ワ
ク
チ
ン

「選ばれるとちぎ」へ
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
目
指
し
て

「
プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
」
採
択

県
と
県
内
25
市
町
共
同

姉
妹
提
携
20
周
年
を
記
念
し

　
米
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
知
事
ら
来
県

東奔西走の日々東奔西走の日々
庁
で
開
か
れ
、
福
田
知
事
が
新
た
に
提
言

し
た
外
国
人
材
受
け
入
れ
と
多
文
化
共
生

施
策
へ
の
支
援
や
、
野
生
鳥
獣
な
ど
へ
の

対
応
を
含
め
た
９
項
目
を
、
国
に
連
携
し

て
要
望
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
４
月
の
改
正
入
管
難
民
法
施
行
を
受
け
、

福
田
知
事
は
本
県
の
相
談
体
制
強
化
の
取

り
組
み
や
十
分
な
日
本
語
指
導
が
受
け
ら

れ
て
い
な
い
外
国
人
児
童
生
徒
が
い
る
実

態
を
紹
介
。
一
部
自
治
体
が
独
自
に
設
け

て
い
る
日
本
語
の
指
導
施
設
に
つ
い
て

「
増
え
て
い
く
外
国
人
の
実
態
に
対
応
し
、

国
も
支
援
を
拡
充
し
て
い
く
べ
き
だ
」
と

提
案
し
た
。

10
月
１
日
か
ら
11
日
間

　
県
と
県
内
25
市
町
は
８
月
27
日
、

県
公
館
で
開
か
れ
た
政
策
懇
談
会

で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
を

目
指
す
「
栃
木
か
ら
の
森
里
川
湖

プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
」
を
共
同
で

行
っ
た
。
県
と
県
内
全
市
町
に
よ

る
共
同
宣
言
は
全
国
初
と
い
う
。

　
プ
ラ
ご
み
は
海
に
流
出
す
る
こ

と
で
、
海
洋
生
物
の
生
態
系
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
世
界
的

に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
レ
ジ
袋
の
配

布
を
抑
制
す
る
な
ど
の
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
懇
談
会
に
は
福
田
知
事
や
25
市

町
の
首
長
ら
32
人
が
出
席
し
た
。

「
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
山

か
ら
川
、
川
か
ら
海
へ
と
つ
な
が

る
中
で
発
生
す
る
も
の
で
あ
る
た

北関東磐越５県知事会議で挨拶する福田知事
＝8月21日午後、群馬県庁

伊藤会長（左）から国体開催決定書を受け取っ
た福田知事＝7月17日、東京都内

県スポーツ功労賞を受賞した楢崎選手（左）
と福田知事＝9月12日、県庁

廃
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
作
ら
れ
た
布
に
書

か
れ
た
宣
言
文
を
手
に
す
る
福
田
知
事
と

県
内
25
市
町
の
首
長
ら
＝
27
日
、
県
公
館

　
全
国
の
知
事
が
登
場
し
て
地
元
を
紹
介

す
る
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
対
象
と
し
た
「
全
国

ふ
る
さ
と
Ｐ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
大
賞
」
の
第
２
回
大

賞
に
、
福
田
知
事
の
出
演
Ｃ
Ｍ
が
選
ば
れ
、

９
月
13
日
に
県
庁
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
首
都
圏
第
２
支
店
の

名
倉
支
店
長
か
ら
表
彰
状
を
受
け
取
っ
た

福
田
知
事
は
「
こ
の
受
賞
を
全
国
的
に
知

名
度
が
低
い
栃
木
県
の
ブ
ラ
ン
ド
力
上
昇

の
契
機
と
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
Ｃ
Ｍ
は
各
知
事
が
15
秒
間
の
ビ
デ
オ
レ

タ
ー
形
式
で
地
元
の
魅
力
を
訴
え
る
も
の

で
全
国
の
地
方
局
が
制
作
し
、
東
京
都
内

の
テ
レ
ビ
局
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
　
Ｍ
Ｘ
」
の

番
組「
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
日
本
の
祭
り
」

内
で
流
さ
れ
る
。
各
都
道
府
県
の
Ｃ
Ｍ
は

月
ご
と
に
変
わ
り
、
今
回
の
Ｃ
Ｍ
大
賞
は
、

18
年
７
月
〜
19
年
５
月
に
流
さ
れ
た
10
県

の
Ｃ
Ｍ
を
対
象
に
審
査
さ
れ
た
。

　
福
田
知
事
は
３
月
に
流
さ
れ
た
Ｃ
Ｍ
に

登
場
。
赤
い
マ
ン
ト
姿
で
「
い
ち
ご
王
国

栃
木
の
国
王
で
す
。
栃
木
の
旬
の
い
ち
ご

を
ぜ
ひ
ご
賞
味
下
さ
い
」
な
ど
と
厳
粛
な

面
持
ち
で
話
し
た
後
、
栃
木
弁
で
「
待
っ

て
っ
か
ん
ね
ー
」
と
呼
び
掛
け
る
。

　
審
査
員
か
ら
は
「
劇
画
風
衣
装
を
ま
と

い
、
大
真
面
目
に
県
産
い
ち
ご
の
魅
力
を

語
る
演
劇
口
調
が
視
聴
者
を
と
ら
え
て
離

さ
な
い
」
と
高
く
評
価
さ
れ
、
第
１
回
の

青
森
県
に
続
き
、
大
賞
に
選
ば
れ
た
。
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日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
は
７
月
17
日
、
東

京
都
内
で
理
事
会
を
開
き
、
２
０
２
２
年

の
第
77
回
国
民
体
育
大
会
開
催
地
を
栃
木

県
に
正
式
決
定
し
た
。
会
期
も
10
月
１
日

か
ら
11
日
ま
で
の
11
日
間
と
決
ま
っ
た
。

22
年
の
国
体
は
、
本
大
会
開
催
に
先
駆
け

て
、
冬
季
国
体
の
ス
ケ
ー
ト
競
技
と
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の
栃
木
県
開
催
も
決
定

し
て
い
る
。

　
福
田
知
事
は
記
者
会
見
で
「
や
っ
と
開

催
決
定
書
を
頂
戴
し
た
。
３
年
後
に
向
け
、

選
手
が
最
高
の
環
境
で
参
加
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
る
。
県
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

準
備
や
開
催
期
間
中
に
何
が
で
き
る
か
考

え
、
ぜ
ひ
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
演
じ
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
た
。

大
谷
石
の
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
披

露
さ
れ
た
20
周
年
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

＝
9
月
7
日
、
県
庁

フ
ィ
ン
・
ド
ゥ
ッ
ク
・
ト
ー
　
ダ
ナ
ン

人
民
委
員
長
と
会
談
す
る
福
田
知
事
＝

19
日
午
前
、
ダ
ナ
ン
人
民
委
員
会

大
賞
に
輝
い
た
福
田
知
事
出
演
の「
全
国
ふ
る

さ
と
Ｐ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
」の一
場
面

安
倍
首
相
（
右
端
）
に
、
豚
コ
レ
ラ
の
対
策
に
関
す

る
要
望
書
を
提
出
す
る
福
田
知
事
ら
＝
首
相
官
邸

　
福
田
知
事
は
12
月
６
日
、
豚
コ
レ
ラ

（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）
対
策
で
群
馬
、
茨
城
両
県
知

事
と
と
も
に
安
倍
首
相
を
訪
ね
、
発
生
県

以
外
で
も
関
東
全
域
で
豚
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
可
能
と
す
る
よ
う
要
望
し
た
ほ
か
、

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
豚
の
価
格
対
策
や
、

ア
ジ
ア
で
猛
威
を
振
る
う
ア
フ
リ
カ
豚
コ

レ
ラ
（
Ａ
Ｓ
Ｆ
）
に
つ
い
て
空
港
で
の
水

際
対
策
強
化
も
求
め
た
。

　
２
０
２
２
年
に
県
内
で
開
催
さ
れ
る

「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
」
と
、
身
障

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ

大
会
」
に
一
体
で
取
り
組
む
た
め
の
実
行

委
員
会
が
８
月
５
日
発
足
し
た
。

　
実
行
委
員
長
の
福
田
知
事
は
「
今
後
は

実
行
委
を
推
進
力
と
し
て
、
両
大
会
の
開

催
準
備
を
加
速
さ
せ
る
。
県
民
総
参
加
で
、

感
動
を
創
出
す
る
大
会
の
実
現
を
目
指
す

の
で
更
な
る
支
援
を
お
願
い
す
る
」
と
呼

び
掛
け
た
。
福
田
知
事
の
発
生
に
よ
り
出

席
者
全
員
で
「
が
ん
ば
ろ
う
」
コ
ー
ル
を

繰
り
返
し
両
大
会
の
成
功
を
誓
い
合
っ
た
。

楢
崎
智
亜
選
手
に

　
　
県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

　
９
月
12
日
、
８
月
に
行
わ
れ
た
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
世
界
選
手
権
男
子
複
合

で
初
優
勝
し
、
20
年
の
東
京
五
輪
に
内
定

し
た
宇
都
宮
出
身
の
楢
崎
智
亜
選
手（
23
）

に
県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
が
贈
ら
れ
た
。
受

賞
は
３
回
目
。
「
東
京
五
輪
で
の
目
標
は

金
メ
ダ
ル
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

　
世
界
選
手
権
で
獲
得
し
た
台
形
の
金
メ

ダ
ル
２
つ
を
首
か
ら
下
げ
た
楢
崎
選
手
に

福
田
知
事
は
「
東
京
五
輪
は
ぜ
ひ
、
色
は

同
じ
で
丸
い
メ
ダ
ル
を
。
県
民
を
あ
げ
て

応
援
し
ま
す
」
と
激
励
し
た
。

　
本
県
と
の
姉
妹
提
携
か

ら
20
年
の
節
目
を
迎
え
た

米
国
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
の

エ
リ
ッ
ク
・
ホ
ル
コ
ム
州

知
事
夫
妻
や
州
政
府
関
係

者
、
州
内
市
長
、
企
業
関

係
者
ら
約
30
人
が
９
月
７

日
来
県
し
、
県
庁
で
福
田

富
一
知
事
と
の
会
談
や
記

念
セ
レ
モ
ニ
ー
に
臨
ん
だ
。

　
ホ
ル
コ
ム
知
事
と
福
田

知
事
は
非
公
開
で
約
１
時

間
会
談
。
来
日
し
た
同
州

市
民
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
や
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
宇

都
宮
ブ
レ
ッ
ク
ス
と
同
州

を
拠
点
と
す
る
Ｎ
Ｂ
Ａ
ペ

ー
サ
ー
ズ
と
の
交
流
、
農

業
分
野
で
の
本
県
高
校
生

受
け
入
れ
な
ど
で
協
力
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
会
談
後
の
会
見
で
福
田

知
事
は
「
有
意
義
な
意
見

交
換
が
で
き
た
。
こ
れ
を

機
に
交
流
を
さ
ら
に
深
め

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
県
民
ロ
ビ
ー
で
行
わ
れ

た
「
20
周
年
記
念
セ
レ
モ

ニ
ー
」
で
は
、
大
谷
石
で

本
県
と
同
州
を
か
た
ど
っ

た
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が

披
露
さ
れ
た
。

福
田
知
事
ら 

ベ
ト
ナ
ム
と
タ
イ
を
訪
問

知
事
出
演
Ｃ
Ｍ
が
大
賞

　
福
田
知
事
は
12
月
17
日
か
ら
22
日
の
日

程
で
ベ
ト
ナ
ム
と
タ
イ
を
訪
問
し
た
。
訪

問
団
は
知
事
や
議
員
団
、
県
職
員
、
企
業

関
係
者
ら
約
50
人
。

　
17
日
は
ベ
ト
ナ
ム
首
相
府
で
チ
ュ
オ
ン・

ホ
ア
・
ビ
ン
副
首
相
と
会
談
し
た
。
福
田

知
事
は
、
本
県
在
住
の
ベ
ト
ナ
ム
人
や
留

学
生
の
数
が
い
ず
れ
も
国
別
で
県
内
２
位

で
あ
る
こ
と
や
、
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備

状
況
な
ど
を
説
明
し
た
。
ビ
ン
副
首
相
は

「
日
本
と
は
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、

地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
で
も
同
様
。
共
に
発

展
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
述
べ
、
経

済
や
観
光
で
さ
ら
に
交
流
を
深
め
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
た
。

　
同
日
は
在
ベ
ト
ナ
ム
日
本
大
使
館
へ
の

訪
問
の
ほ
か
、
本
県
の
観
光
や
食
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
観
光
事

業
者
や
酒
類
バ
イ
ヤ
ー
ら
90
人
が
参
加
し

た
。
19
日
午
後
に
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
入
り

し
た
。
21
日
は
大
型
商
業
施
設
で
現
地
の

消
費
者
を
対
象
に
本
県
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
。
福
田
知
事
が
食
や
観
光
の

魅
力
を
伝
え
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
。
約
３
千
人
の
来
場
者
に
イ
チ
ゴ
の

「
ス
カ
イ
ベ
リ
ー
」
や
ナ
シ
の
「
に
っ
こ

り
」、
コ
メ
の
「
と
ち
ぎ
の
星
」
な
ど
本

県
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
農
産
物
を
提
供
し
た
。

　
福
田
知
事
は
他
に
、
現
地
の
バ
イ
ヤ
ー

や
観
光
事
業
者
ら
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
で
も

本
県
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
。
在
タ
イ
日
本

大
使
館
に
は
、
本
県
へ
の
観
光
誘
客
や
輸

出
拡
大
へ
の
支
援
、
協
力
を
依
頼
し
、
22

日
に
帰
国
し
た
。

「いちご王国」国王姿でアピール

健
闘
を
誓
っ
て
気
勢
を
上
げ
る
本
県
選
手
団
＝
９
月

28
日
、
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市

壇上の福田知事の発声で、拳を突き上げ成功
を誓い合う出席者ら＝8月5日、宇都宮市内

も
り
さ
と
か
わ
う
み
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め
、
上
流
の
栃
木
県
に
お
い
て
も

自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
」
な
ど
と
す
る
宣
言

を
全
会
一
致
で
決
め
た
。

　
今
後
、
個
人
や
企
業
、
行
政
な

ど
に
、
ポ
イ
捨
て
禁
止
や
マ
イ
バ
ッ

グ
の
推
奨
、
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
使
用
削
減
、
再
生
材
や
生
分

解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
用
促
進
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
リ
サ
イ
ク

ル
の
徹
底
な
ど
を
求
め
て
い
く
。

　
会
議
終
了
後
、
廃
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
布
に

書
か
れ
た
宣
言
文
と
と
も
に
記
念

撮
影
が
行
わ
れ
た
。
福
田
知
事
は

記
者
団
に
「
栃
木
か
ら
プ
ラ
ご
み

を
無
く
し
て
い
く
こ
と
は
海
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
県
民
に
は

不
必
要
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は

持
た
な
い
な
ど
上
手
な
付
き
合
い

方
を
お
願
い
し
た
い
」
と
話
し
た
。

　こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
下
野
新
聞
、
読
売
新
聞
、
朝

日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
産
経
新
聞
、
東
京
新
聞
、

日
本
経
済
新
聞
、
の
記
事
を
抜
粋
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
栃
木
県
や
群
馬
、
茨
城
、
福
島
、
新
潟

の
５
県
の
知
事
に
よ
る
第
15
回
北
関
東
磐

越
５
県
知
事
会
議
が
８
月
21
日
、
群
馬
県

日
本
語
指
導
の
拡
充
提
案

◇
７
月
４
日
　
都
内
で
「
東
京
県
人
会
」
／

新
国
立
劇
場
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
エ
リ
ア
に
大
谷
石

が
使
わ
れ
る
こ
と
や
11
月
の
大
嘗
祭
に
本

県
米
が
献
納
さ
れ
る
こ
と
等
紹
介
す
る
。

◇
７
月
６
日
　
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

上
三
川
／「
免
許
返
納
、支
援
充
実
図
る
」

◇
７
月
20
日
　
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ

ー
ラ
ム
in
那
珂
川
／
独
居
高
齢

者
の
支
援
策
を
紹
介
す
る
。

◇
８
月
１
日
　
那
珂
川
町
と
防
災

図
上
総
合
訓
練
／
「
危
機
意
識

を
持
っ
て
防
災
に
努
め
る
こ
と

は
県
民
の
生
命
財
産
を
守
る
た

め
に
極
め
て
重
要
」
と
訓
示
。

◇
８
月
20
日
　
都
内
で
「
と
ち
ぎ

企
業
立
地
・
魅
力
発
信
セ
ミ
ナ

ー
」
／
栃
木
県
の
魅
力
や
立
地

環
境
の
優
位
性
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

◇
９
月
27
日
　
高
根
沢
町
で
「
斎
田
抜
穂
の

儀
」
に
参
列
／
「
大
嘗
祭
に
向
け
お
い
し

い
と
ち
ぎ
の
星
を
供
納
で
き
る
よ
う
県
と

し
て
も
最
大
限
応
援
を
し
て
い
き
た
い
」
。

◇
９
月
28
日
　
茨
城
県
で
「
い
き
い
き
茨
城

ゆ
め
国
体
」
／
「
優
勝
目
指
し
て
頑
張
っ

て
」
と
激
励
（
上
記
写
真
）。

◇
10
月
18
日
　
内
閣
府
と
国
交
省
に
台
風
19

号
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
支
援
を
要
望
。

◇
10
月
22
日
　
皇
居
正
殿
松
の
間
で
の
「
即

位
礼
正
殿
の
儀
」
に
参
列
。

◇
10
月
29
日
　
皇
居
豊
明
殿
で
の
「
饗
宴
の

儀
」
に
参
列
。

◇
11
月
１
日
　
大
阪
市
で
「
と
ち
ぎ
企
業
立

地
・
魅
力
発
信
セ
ミ
ナ
ー
in
大
阪
」
／
栃

木
県
の
優
れ
た
立
地
環
境
を
ア
ピ
ー
ル
。

◇
11
月
11
日
　
総
理
大
臣
官
邸
で
政
府
主
催

「
全
国
都
道
府
県
知
事
会
議
」
に
出
席
。

◇
11
月
14
〜
15
日
　
皇
居
大
嘗
宮
で
の
「
大

嘗
宮
の
儀
」
に
参
列
。

◇
11
月
16
日
　
皇
居
豊
明
殿
で
の
「
大
饗
の

儀
」
に
参
列
。

◇
11
月
27
日
　
大
田
原
市
で
資
生
堂
の
新
工

場
完
成
式
／
地
元
雇
用
に
熱
い
期
待
。

◇
12
月
６
日
　
首
相
公
邸
で
の
「
首
相
主
催

晩
餐
会
」
に
出
席
。

◇
12
月
11
日
　
安
心
し
て
年
末
年
始
を
過
ご

せ
る
よ
う
に
宇
都
宮
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
。

５
県
知
事
会
議

22
年
と
ち
ぎ
国
体 

決
定

関
東
全
域
接
種
を
要
望

国
体
と
身
障
者
大
会
成
功
に

　
向
け
、実
行
委
員
会
発
足

豚
コ
レ
ラ
ワ
ク
チ
ン

「選ばれるとちぎ」へ
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
目
指
し
て

「
プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
」
採
択

県
と
県
内
25
市
町
共
同

姉
妹
提
携
20
周
年
を
記
念
し

　
米
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
知
事
ら
来
県

東奔西走の日々東奔西走の日々
庁
で
開
か
れ
、
福
田
知
事
が
新
た
に
提
言

し
た
外
国
人
材
受
け
入
れ
と
多
文
化
共
生

施
策
へ
の
支
援
や
、
野
生
鳥
獣
な
ど
へ
の

対
応
を
含
め
た
９
項
目
を
、
国
に
連
携
し

て
要
望
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
４
月
の
改
正
入
管
難
民
法
施
行
を
受
け
、

福
田
知
事
は
本
県
の
相
談
体
制
強
化
の
取

り
組
み
や
十
分
な
日
本
語
指
導
が
受
け
ら

れ
て
い
な
い
外
国
人
児
童
生
徒
が
い
る
実

態
を
紹
介
。
一
部
自
治
体
が
独
自
に
設
け

て
い
る
日
本
語
の
指
導
施
設
に
つ
い
て

「
増
え
て
い
く
外
国
人
の
実
態
に
対
応
し
、

国
も
支
援
を
拡
充
し
て
い
く
べ
き
だ
」
と

提
案
し
た
。

10
月
１
日
か
ら
11
日
間

　
県
と
県
内
25
市
町
は
８
月
27
日
、

県
公
館
で
開
か
れ
た
政
策
懇
談
会

で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
を

目
指
す
「
栃
木
か
ら
の
森
里
川
湖

プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
」
を
共
同
で

行
っ
た
。
県
と
県
内
全
市
町
に
よ

る
共
同
宣
言
は
全
国
初
と
い
う
。

　
プ
ラ
ご
み
は
海
に
流
出
す
る
こ

と
で
、
海
洋
生
物
の
生
態
系
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
世
界
的

に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
レ
ジ
袋
の
配

布
を
抑
制
す
る
な
ど
の
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
懇
談
会
に
は
福
田
知
事
や
25
市

町
の
首
長
ら
32
人
が
出
席
し
た
。

「
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
山

か
ら
川
、
川
か
ら
海
へ
と
つ
な
が

る
中
で
発
生
す
る
も
の
で
あ
る
た

北関東磐越５県知事会議で挨拶する福田知事
＝8月21日午後、群馬県庁

伊藤会長（左）から国体開催決定書を受け取っ
た福田知事＝7月17日、東京都内

県スポーツ功労賞を受賞した楢崎選手（左）
と福田知事＝9月12日、県庁

廃
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
作
ら
れ
た
布
に
書

か
れ
た
宣
言
文
を
手
に
す
る
福
田
知
事
と

県
内
25
市
町
の
首
長
ら
＝
27
日
、
県
公
館

　
全
国
の
知
事
が
登
場
し
て
地
元
を
紹
介

す
る
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
対
象
と
し
た
「
全
国

ふ
る
さ
と
Ｐ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
大
賞
」
の
第
２
回
大

賞
に
、
福
田
知
事
の
出
演
Ｃ
Ｍ
が
選
ば
れ
、

９
月
13
日
に
県
庁
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
首
都
圏
第
２
支
店
の

名
倉
支
店
長
か
ら
表
彰
状
を
受
け
取
っ
た

福
田
知
事
は
「
こ
の
受
賞
を
全
国
的
に
知

名
度
が
低
い
栃
木
県
の
ブ
ラ
ン
ド
力
上
昇

の
契
機
と
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
Ｃ
Ｍ
は
各
知
事
が
15
秒
間
の
ビ
デ
オ
レ

タ
ー
形
式
で
地
元
の
魅
力
を
訴
え
る
も
の

で
全
国
の
地
方
局
が
制
作
し
、
東
京
都
内

の
テ
レ
ビ
局
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
　
Ｍ
Ｘ
」
の

番
組「
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
日
本
の
祭
り
」

内
で
流
さ
れ
る
。
各
都
道
府
県
の
Ｃ
Ｍ
は

月
ご
と
に
変
わ
り
、
今
回
の
Ｃ
Ｍ
大
賞
は
、

18
年
７
月
〜
19
年
５
月
に
流
さ
れ
た
10
県

の
Ｃ
Ｍ
を
対
象
に
審
査
さ
れ
た
。

　
福
田
知
事
は
３
月
に
流
さ
れ
た
Ｃ
Ｍ
に

登
場
。
赤
い
マ
ン
ト
姿
で
「
い
ち
ご
王
国

栃
木
の
国
王
で
す
。
栃
木
の
旬
の
い
ち
ご

を
ぜ
ひ
ご
賞
味
下
さ
い
」
な
ど
と
厳
粛
な

面
持
ち
で
話
し
た
後
、
栃
木
弁
で
「
待
っ

て
っ
か
ん
ね
ー
」
と
呼
び
掛
け
る
。

　
審
査
員
か
ら
は
「
劇
画
風
衣
装
を
ま
と

い
、
大
真
面
目
に
県
産
い
ち
ご
の
魅
力
を

語
る
演
劇
口
調
が
視
聴
者
を
と
ら
え
て
離

さ
な
い
」
と
高
く
評
価
さ
れ
、
第
１
回
の

青
森
県
に
続
き
、
大
賞
に
選
ば
れ
た
。
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|

　
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
は
７
月
17
日
、
東

京
都
内
で
理
事
会
を
開
き
、
２
０
２
２
年

の
第
77
回
国
民
体
育
大
会
開
催
地
を
栃
木

県
に
正
式
決
定
し
た
。
会
期
も
10
月
１
日

か
ら
11
日
ま
で
の
11
日
間
と
決
ま
っ
た
。

22
年
の
国
体
は
、
本
大
会
開
催
に
先
駆
け

て
、
冬
季
国
体
の
ス
ケ
ー
ト
競
技
と
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の
栃
木
県
開
催
も
決
定

し
て
い
る
。

　
福
田
知
事
は
記
者
会
見
で
「
や
っ
と
開

催
決
定
書
を
頂
戴
し
た
。
３
年
後
に
向
け
、

選
手
が
最
高
の
環
境
で
参
加
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
る
。
県
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

準
備
や
開
催
期
間
中
に
何
が
で
き
る
か
考

え
、
ぜ
ひ
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
演
じ
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
た
。

大
谷
石
の
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
披

露
さ
れ
た
20
周
年
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

＝
9
月
7
日
、
県
庁

フ
ィ
ン
・
ド
ゥ
ッ
ク
・
ト
ー
　
ダ
ナ
ン

人
民
委
員
長
と
会
談
す
る
福
田
知
事
＝

19
日
午
前
、
ダ
ナ
ン
人
民
委
員
会

大
賞
に
輝
い
た
福
田
知
事
出
演
の「
全
国
ふ
る

さ
と
Ｐ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
」の一
場
面

安
倍
首
相
（
右
端
）
に
、
豚
コ
レ
ラ
の
対
策
に
関
す

る
要
望
書
を
提
出
す
る
福
田
知
事
ら
＝
首
相
官
邸

　
福
田
知
事
は
12
月
６
日
、
豚
コ
レ
ラ

（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）
対
策
で
群
馬
、
茨
城
両
県
知

事
と
と
も
に
安
倍
首
相
を
訪
ね
、
発
生
県

以
外
で
も
関
東
全
域
で
豚
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
可
能
と
す
る
よ
う
要
望
し
た
ほ
か
、

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
豚
の
価
格
対
策
や
、

ア
ジ
ア
で
猛
威
を
振
る
う
ア
フ
リ
カ
豚
コ

レ
ラ
（
Ａ
Ｓ
Ｆ
）
に
つ
い
て
空
港
で
の
水

際
対
策
強
化
も
求
め
た
。

　
２
０
２
２
年
に
県
内
で
開
催
さ
れ
る

「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
」
と
、
身
障

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ

大
会
」
に
一
体
で
取
り
組
む
た
め
の
実
行

委
員
会
が
８
月
５
日
発
足
し
た
。

　
実
行
委
員
長
の
福
田
知
事
は
「
今
後
は

実
行
委
を
推
進
力
と
し
て
、
両
大
会
の
開

催
準
備
を
加
速
さ
せ
る
。
県
民
総
参
加
で
、

感
動
を
創
出
す
る
大
会
の
実
現
を
目
指
す

の
で
更
な
る
支
援
を
お
願
い
す
る
」
と
呼

び
掛
け
た
。
福
田
知
事
の
発
生
に
よ
り
出

席
者
全
員
で
「
が
ん
ば
ろ
う
」
コ
ー
ル
を

繰
り
返
し
両
大
会
の
成
功
を
誓
い
合
っ
た
。

楢
崎
智
亜
選
手
に

　
　
県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

　
９
月
12
日
、
８
月
に
行
わ
れ
た
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
世
界
選
手
権
男
子
複
合

で
初
優
勝
し
、
20
年
の
東
京
五
輪
に
内
定

し
た
宇
都
宮
出
身
の
楢
崎
智
亜
選
手（
23
）

に
県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
が
贈
ら
れ
た
。
受

賞
は
３
回
目
。
「
東
京
五
輪
で
の
目
標
は

金
メ
ダ
ル
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

　
世
界
選
手
権
で
獲
得
し
た
台
形
の
金
メ

ダ
ル
２
つ
を
首
か
ら
下
げ
た
楢
崎
選
手
に

福
田
知
事
は
「
東
京
五
輪
は
ぜ
ひ
、
色
は

同
じ
で
丸
い
メ
ダ
ル
を
。
県
民
を
あ
げ
て

応
援
し
ま
す
」
と
激
励
し
た
。

　
本
県
と
の
姉
妹
提
携
か

ら
20
年
の
節
目
を
迎
え
た

米
国
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
の

エ
リ
ッ
ク
・
ホ
ル
コ
ム
州

知
事
夫
妻
や
州
政
府
関
係

者
、
州
内
市
長
、
企
業
関

係
者
ら
約
30
人
が
９
月
７

日
来
県
し
、
県
庁
で
福
田

富
一
知
事
と
の
会
談
や
記

念
セ
レ
モ
ニ
ー
に
臨
ん
だ
。

　
ホ
ル
コ
ム
知
事
と
福
田

知
事
は
非
公
開
で
約
１
時

間
会
談
。
来
日
し
た
同
州

市
民
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
や
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
宇

都
宮
ブ
レ
ッ
ク
ス
と
同
州

を
拠
点
と
す
る
Ｎ
Ｂ
Ａ
ペ

ー
サ
ー
ズ
と
の
交
流
、
農

業
分
野
で
の
本
県
高
校
生

受
け
入
れ
な
ど
で
協
力
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
会
談
後
の
会
見
で
福
田

知
事
は
「
有
意
義
な
意
見

交
換
が
で
き
た
。
こ
れ
を

機
に
交
流
を
さ
ら
に
深
め

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
県
民
ロ
ビ
ー
で
行
わ
れ

た
「
20
周
年
記
念
セ
レ
モ

ニ
ー
」
で
は
、
大
谷
石
で

本
県
と
同
州
を
か
た
ど
っ

た
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が

披
露
さ
れ
た
。

福
田
知
事
ら 

ベ
ト
ナ
ム
と
タ
イ
を
訪
問

知
事
出
演
Ｃ
Ｍ
が
大
賞

　
福
田
知
事
は
12
月
17
日
か
ら
22
日
の
日

程
で
ベ
ト
ナ
ム
と
タ
イ
を
訪
問
し
た
。
訪

問
団
は
知
事
や
議
員
団
、
県
職
員
、
企
業

関
係
者
ら
約
50
人
。

　
17
日
は
ベ
ト
ナ
ム
首
相
府
で
チ
ュ
オ
ン・

ホ
ア
・
ビ
ン
副
首
相
と
会
談
し
た
。
福
田

知
事
は
、
本
県
在
住
の
ベ
ト
ナ
ム
人
や
留

学
生
の
数
が
い
ず
れ
も
国
別
で
県
内
２
位

で
あ
る
こ
と
や
、
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備

状
況
な
ど
を
説
明
し
た
。
ビ
ン
副
首
相
は

「
日
本
と
は
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、

地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
で
も
同
様
。
共
に
発

展
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
述
べ
、
経

済
や
観
光
で
さ
ら
に
交
流
を
深
め
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
た
。

　
同
日
は
在
ベ
ト
ナ
ム
日
本
大
使
館
へ
の

訪
問
の
ほ
か
、
本
県
の
観
光
や
食
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
観
光
事

業
者
や
酒
類
バ
イ
ヤ
ー
ら
90
人
が
参
加
し

た
。
19
日
午
後
に
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
入
り

し
た
。
21
日
は
大
型
商
業
施
設
で
現
地
の

消
費
者
を
対
象
に
本
県
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
。
福
田
知
事
が
食
や
観
光
の

魅
力
を
伝
え
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
。
約
３
千
人
の
来
場
者
に
イ
チ
ゴ
の

「
ス
カ
イ
ベ
リ
ー
」
や
ナ
シ
の
「
に
っ
こ

り
」、
コ
メ
の
「
と
ち
ぎ
の
星
」
な
ど
本

県
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
農
産
物
を
提
供
し
た
。

　
福
田
知
事
は
他
に
、
現
地
の
バ
イ
ヤ
ー

や
観
光
事
業
者
ら
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
で
も

本
県
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
。
在
タ
イ
日
本

大
使
館
に
は
、
本
県
へ
の
観
光
誘
客
や
輸

出
拡
大
へ
の
支
援
、
協
力
を
依
頼
し
、
22

日
に
帰
国
し
た
。

「いちご王国」国王姿でアピール

健
闘
を
誓
っ
て
気
勢
を
上
げ
る
本
県
選
手
団
＝
９
月

28
日
、
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市

壇上の福田知事の発声で、拳を突き上げ成功
を誓い合う出席者ら＝8月5日、宇都宮市内

も
り
さ
と
か
わ
う
み
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「
令
和
２
年
を
寿
い
で
」

日
光
戦
場
ヶ
原
、
小
田
代
ヶ
原
、

男
体
山
が
美
し
く
の
ど
か
に
描
か

れ
て
い
た
。

　
さ
ら
に
、
栃
木
県
の
地
名
（
那

須
平
成
の
森
、
鹿
沼
市
の
強
飯
式
、

華
厳
の
滝
、
湯
西
川
温
泉
の
か
ま

く
ら
祭
り
等
）
を
詠
み
込
ん
だ
歌

詞
に
、
宮
内
庁
楽
部
が
栃
木
の
民

謡
や
郷
土
舞
を
基
に
作
曲
及
び
振

り
付
け
し
た
、
悠
紀
地
方
風
俗
歌

舞
（
ゆ
き
ち
ほ
う
ふ
ぞ
く
の
う
た

ま
い
）（
雅
楽
と
舞
）も
演
じ
ら
れ
た
。

　
悠
紀
地
方
風
俗
歌
屏
風
等
は
、

年
内
に
宮
内
庁
の
借
用
許
可
が
得

ら
れ
れ
ば
特
別
公
開
を
催
し
た
い
。

《
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
》

　
東
京
２
０
２
０
大
会
等
は
、
県

民
に
元
気
と
活
力
を
も
た
ら
す
と

と
も
に
、
栃
木
県
を
国
内
外
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。

県
内
で
の
聖
火
リ
レ
ー
は
最
初
の

日
曜
日
を
含
む
３
月
29
日
（
日
）

と
30
日
（
月
）
で
あ
り
、
多
く
の

県
民
の
目
に
触
れ
、
記
憶
に
刻
ま

れ
る
県
民
参
加
型
の
リ
レ
ー
と
な

る
よ
う
準
備
を
進
め
た
い
。

　
県
が
選
定
に
関
わ
っ
た
53
名

（
組
）
を
含
め
、
２
日
間
で
ス
ポ

ン
サ
ー
枠
の
ラ
ン
ナ
ー
と
共
に
約

１
８
０
名
が
２
０
０
㍍
づ
つ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
灯
を
つ
な
ぐ
。
間
も

な
く
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
の
走
る
区
間

が
組
織
委
員
会
か
ら
公
表
さ
れ
る
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
７
月

に
控
え
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
選
手
の
事

前
キ
ャ
ン
プ
が
決
定
し
て
い
る
陸

上
競
技
以
外
も
次
々
と
確
定
し
て

い
く
見
込
み
で
あ
る
。

　
ア
フ
リ
カ
や
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

か
ら
も
キ
ャ
ン
プ
に
訪
れ
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
県
内
各
地
で

様
々
な
国
と
の
交
流
拡
大
を
図
っ

て
参
り
た
い
。

《
栃
木
に
元
気
を
》

　
全
国
で
昨
年
１
年
間
の
出
生
者

は
約
86
万
人
、
死
亡
者
は
１
３
７

万
人
で
約
51
万
人
の
人
口
減
で
あ

る
。
県
内
も
約
１
万
１
千
人
の
減

と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
人
口
減

少
社
会
に
あ
っ
て
も
、
地
域
の
活

力
を
維
持
向
上
さ
せ
て
い
か
な
か

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
年
末
に
は「
ア
イ
ス
バ
ッ
ク
ス
」

が
日
本
一
に
輝
き
、
新
春
は
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
「
ブ
レ
ッ
ク

ス
」
や
、
高
校
サ
ッ
カ
ー
の
「
矢

板
中
央
高
校
」
が
準
決
勝
に
進
出

し
、
多
く
の
勇
気
と
元
気
を
も
ら

っ
た
。
２
年
後
に
は
「
い
ち
ご
一

会
と
ち
ぎ
国
体
」
「
い
ち
ご
一
会

と
ち
ぎ
大
会
」
（
障
害
者
の
ス
ポ

ー
ツ
大
会
）
を
迎
え
る
。
１
月
の

日
光
市
に
お
け
る
「
冬
季
国
体
」

を
皮
切
り
に
国
体
イ
ヤ
ー
と
な
る
。

《
子
年
に
あ
た
り
》

　
干
支
の
ス
タ
ー
ト
「
子
年
」
を

迎
え
た
。
鼠
の
嗅
覚
は
犬
と
同
等

か
そ
れ
以
上
と
言
わ
れ
て
い
る
。

予
知
能
力
も
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
県
民
の
思
い
や
願
い
を
真
摯
に

聴
き
、
時
代
の
潮
流
を
的
確
に
捉

え
な
が
ら
、
「
選
ば
れ
る
栃
木
」

の
実
現
の
た
め
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
を
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

栃木に元気と活力を

◇
福
田
富
一
後
援
会
総
連
合
会
事
務
所

◇
福
田
富
一
暮
し
と
政
治
研
究
所

　
宇
都
宮
市
馬
場
通
り
2
|
1
|
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電
話 

０
２
８（
６
３
３
）１
１
１
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
８（
６
３
３
）１
１
１
０

編
集
後
記

『
福
田
家
の 

茶
の
間
』

　
今
年
の
元
旦
も
夫
と
共
に
皇
居・

正
殿
松
の
間
で
の
「
新
年
祝
賀
の

儀
」
に
参
列
し
た
。
代
替
わ
り
後

初
め
て
と
い
う
こ
と
で
緊
張
し
た

が
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
拝
見
し
、

新
し
い
時
代
の
幕
開
け
を
感
じ
た
。

　
昨
年
も
10
月
に
男
体
山
に
登
っ

た
（
写
真
）。
何
歳
ま
で
登
れ
る

か
挑
戦
し
よ
う
と
再
開
し
た
登
山

も
19
回
目
。
60
歳

を
過
ぎ
た
頃
か
ら

少
し
し
ん
ど
く
な

っ
て
き
た
が
、
５

月
か
ら
早
朝
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
を
し
て

い
る
の
で
大
丈
夫

だ
ろ
う
と
思
い
つ

つ
、
当
日
ま
で
不

安
だ
っ
た
。
台
風

の
影
響
も
あ
り
、

男
体
山
登
山
と
し

て
は
ぎ
り
ぎ
り
の

時
期
だ
っ
た
が
、

意
外
と
体
が
軽
く
、

山
頂
に
た
ど
り
着
い
た
時
に
は
ほ

っ
と
し
た
。
お
に
ぎ
り
を
食
べ
な

が
ら
夫
に
「
何
で
こ
ん
な
大
変
な

思
い
を
し
て
登
る
ん
だ
ろ
う
ね
」

と
聞
く
と
、
「
去
年
の
自
分
と
比

べ
て
、
気
力
・
体
力
が
劣
っ
て
い

な
い
か
、
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
な
る

ん
だ
よ
」
と
の
返
事
。
妙
に
納
得

し
て
、
『
も
う
少
し
頑
張
っ
て
み

よ
う
』
と
思
っ
た
。

　
一
昨
年
９
月
に
我
が
家
に
き
た

ま
ー
く
ん
（
黒
パ
グ
）
も
１
歳
半

に
な
っ
た
。
正
月
明
け
か
ら
食
欲

が
な
く
な
り
元
気
が
な
く
な
っ
た
。

い
つ
も
ス
ト
ー
ブ
の
前
に
座
っ
て

い
る
の
で
脱
水
症
状
か
と
思
っ
た

が
水
も
飲
ま
な
い
。
獣
医
さ
ん
に

診
て
頂
い
て
も
原
因
が
分
か
ら
な

い
。
野
菜
ス
ー
プ
を
作
っ
て
あ
げ

た
ら
少
し
づ
つ
食
べ
る
よ
う
に
な

り
、
だ
ん
だ
ん
元
気
に
な
っ
た
。

今
は
元
の
や
ん
ち
ゃ
ぶ
り
を
発
揮

し
て
い
る
が
、
そ

の
間
夫
が
あ
れ
や

こ
れ
や
と
心
配
し

た
。
今
や
ま
ー
く

ん
は
我
が
家
に
と
っ

て
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
で
あ
る
。

　
昨
年
は
い
つ
に

も
ま
し
て
忙
し
か

っ
た
。
や
る
べ
き

こ
と
が
い
っ
ぱ
い

で
余
裕
が
な
く
、

些
細
な
こ
と
で
イ

ラ
イ
ラ
し
た
。
そ

ん
な
と
き
夫
の
言

葉
を
思
い
出
し
た
。『
心
が
疲
れ

た
時
に
は
体
を
動
か
し
、
体
が
疲

れ
た
時
に
は
心
に
響
く
こ
と
を
す

る
』。
ま
ー
く
ん
と
の
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
は
一
番
の
薬
の
よ
う
で
あ
る
。

　
昨
年
の
台
風
19
号
で
は
県
内
も

大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
被
災
し

た
皆
様
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
穏
や
か
な
良
い
年
に
な

り
ま
す
よ
う
に
！

　
福
田
知
事

は
今
年
、
知

事
就
任
16
年
目
を
迎
え
た
。
知
事

就
任
後
再
刊
し
た
『
初
心
』
も
新

春
号
で
30
号
と
な
っ
た
。

　
昨
年
は
、
平
成
か
ら
令
和
へ
、

天
皇
陛
下
の
代
替
わ
り
に
伴
う
儀

式
が
続
い
た
。
大
嘗
祭
で
栃
木
県

が
選
ば
れ
た
こ
と
も
相
ま
っ
て
多

忙
な
１
年
と
な
っ
た
。

　
令
和
と
し
て
初
の
新
春
を
、
ご

家
族
そ
ろ
っ
て
お
迎
え
に
な
ら
れ

ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
10
月
の
台
風
19
号
に
伴
う

記
録
的
な
豪
雨
に
よ
り
、
過
去
に

類
を
見
な
い
広
範
か
つ
甚
大
な
被

害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
１
日
も

早
い
生
活
の
再
建
が
可
能
と
な
り

ま
す
よ
う
、
復
旧
・
復
興
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

《
大
嘗
祭
に

「
と
ち
ぎ
の
星
」
を
供
納
》

　
昨
年
５
月
に
本
県
が
悠
紀
（
ゆ

き
）
地
方
に
選
定
さ
れ
、
御
代
替

わ
り
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
大
嘗

祭
に
お
い
て
、
県
が
開
発
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
品
種
米
「
と
ち
ぎ
の

星
」
が
供
納
さ
れ
、
後
世
に
も
名

前
が
語
り
継
が
れ
る
品
種
に
な
っ

た
こ
と
は
大
変
名
誉
な
こ
と
で
し

た
。

　
平
成
か
ら
令
和
に
年
号
が
変
わ

っ
た
昨
年
は
、
数
多
く
の
儀
式
が

皇
居
で
行
わ
れ
、
知
事
と
し
て
参

列
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き

誠
に
光
栄
な
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
嘗
祭
で
の
稲
舂
歌
（
い
ね
つ

き
う
た
）
に
は
高
根
沢
が
、
風
俗

歌
（
ふ
ぞ
く
う
た
）
で
は
天
平
の

丘
（
下
野
市
）
が
詠
み
込
ま
れ
た

歌
詞
に
栃
木
の
俚
謡
（
り
よ
う
）

を
参
考
に
作
曲
も
さ
れ
た
。

　
大
饗
（
だ
い
き
ょ
う
）
の
儀
で

は
風
俗
歌
屏
風
（
ふ
ぞ
く
う
た
び

ょ
う
ぶ
）
が
披
露
さ
れ
、「
春
」
は

龍
門
の
滝
と
桜
、
「
夏
」
は
那
須

連
山
に
那
珂
川
、
「
秋
」
は
三
毳

山
周
辺
の
田
園
風
景
、
「
冬
」
は

　
9
月
30
日
（
月
）
、
作
家
の
家

田
荘
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
恒
例

の
文
化
講
演
会
が
、
宇
都
宮
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
を
会
場
に
５
０
０
余

名
の
参
加
者
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

　
12
月
1
日
（
日
）
、
今
年
で
37

回
目
と
な
る
恒
例
の
『
も
ち
つ
き

大
会
』
が
今
宮
公
園
で
開
催
さ
れ
、

延
べ
１
５
０
０
名
が
来
場
さ
れ
た
。

　
前
日
か
ら
地
元
の
陽
光
地
区
後

援
会
の
皆
様
が
手
際
よ
く
た
く
さ

ん
の
材
料
を
準
備
し
て
下
さ
り
、

当
日
は
朝
７
時
か
ら
大
き
な
鉄
鍋

３
つ
に
け
ん
ち
ん
汁
を
作
り
、
あ

ん
こ
、
き
な
粉
、
納
豆
、
お
ろ
し

な
ど
を
ま
ぶ
し
た
つ
き
た
て
の
餅
、

け
ん
ち
ん
汁
、
綿
あ
め
の
他
、
お

か
ら
ド
ー
ナ
ッ
ツ
や
コ
ロ
ッ
ケ
、

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
特
製
の
釜
で
焼

か
れ
た
焼
き
芋
を
準
備
し
て
皆
様

を
お
待
ち
し
た
が
、
家
族
づ
れ
な

ど
が
次
か
ら
次
へ
と
訪
ね
て
こ
ら

れ
、
11
時
を
待
た
ず
に
ス
タ
ー
ト
。

餅
が
つ
き
あ
が
る
ご
と
に
長
蛇
の

列
が
で
き
、
用
意
し
た
材
料
は
終

了
時
刻
を
待
た
ず
に
次
々
と
品
切

れ
と
な
り
、
最
高
の
人
出
を
更
新

し
て
終
了
し
た
。

リビングとちぎの取材に応じる福田知事＝県庁応接室）

文
化
講
演
会

家
田
荘
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
て

知
事
と
語
る
会

知
事
就
任
の
日
を
記
念
し
て

も
ち
つ
き
大
会

１
５
０
０
名
の
参
加
者
を
迎
え
て

　
ご
自
身
の
生
き
様
を
語
ら
れ
た

家
田
さ
ん
。
「
私
は
し
ゃ
べ
り
が

下
手
だ
か
ら
聞
き
上
手
に
な
る
」

「
優
し
く
さ
れ
る
と
嬉
し
く
っ
て

人
に
も
優
し
く
し
た
い
」
「
人
生

は
楽
し
い
こ
と
と
良
く
な
い
こ
と
、

同
じ
く
ら
い
。
自
分
が
大
変
な
と

き
、
人
を
喜
ば
せ
て
あ
げ
た
い
」

「
人
生
は
た
く
さ
ん
の
人
に
助
け

ら
れ
て
生
き
て
い
け
る
」
「
こ
れ

ま
で
自
分
の
た
め
に
生
き
て
き
た
、

人
の
た
め
に
生
き
て
こ
な
か
っ
た
」

平
成
19
年
に
高
野
山
大
学
に
て
伝

法
灌
頂（
で
ん
ぽ
う
か
ん
じ
ょ

う
）
を
受
け
、
僧
侶
で
も
あ
る
家

田
さ
ん
は
、
い
つ
か
女
性
の
た
め

の
駆
け
込
み
寺
を
作
り
た
い
と
語

っ
た
。「
い
ち
ご
が
好
き
」と
い
う

家
田
さ
ん
は
テ
レ
ビ
か
ら
受
け
る

印
象
と
は
異
な
り
、
小
柄
で
華
奢

な
可
愛
ら
し
い
女
性
だ
っ
た
。

　
11
月
７
日
、「
知
事
と
語
る
会
」

が
宇
都
宮
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
を
会

場
に
、
１
５
０
余
名
の
参
加
者
を

得
て
開
催
さ
れ
た
。

　
福
田
知
事
は
10
月
の
台
風
19
号

に
よ
る
被
害
状
況
と
復
旧
の
見
通

し
か
ら
話
し
始
め
た
。

　
次
に
、
横
断
歩
道
で
止
ま
ら
な

い
県
、
ワ
ー
ス
ト
１
だ
っ
た
栃
木

県
が
29
位
に
大
躍
進
し
た
こ
と
。

　
総
合
運
動
公
園
の
武
道
館
や
ス

タ
ジ
ア
ム
、
体
育
館
や
プ
ー
ル
の

工
事
の
進
捗
状
況
を
説
明
し
、
い

ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
や
い
ち
ご

一
会
募
金
へ
の
協
力
を
依
頼
し
た
。

　
２
月
26
日
の
天
皇
陛
下
御
在
位

30
年
記
念
の
宮
中
茶
会
で
代
表
挨

拶
を
し
た
こ
と
、
５
月
８
日
の

「
賢
所
に
期
日
奉
告
の
儀
」
に
知

事
会
を
代
表
し
て
出
席
し
た
こ
と
。

大
嘗
祭
で
悠
紀
（
ゆ
き
）
地
方
に

栃
木
県
が
選
ば
れ
た
こ
と
に
よ
る

一
連
の
皇
室
行
事
に
参
列
し
た
貴

重
な
経
験
に
話
が
及
ん
だ
。

　
ま
た
、20
年
３
月
に
聖
火
リ
レ
ー

が
あ
り
、
７
月
に
東
京
五
輪
が
開

会
す
る
こ
と
。
世
界
か
ら
選
ば
れ

る
栃
木
を
目
指
し
て
、
来
県
し
た

外
国
人
に
移
住
・
定
住
を
呼
び
か

け
る
と
話
し
、
会
を
締
め
括
っ
た
。

　『
初
心
』
は
こ
れ
か
ら
も
、
知
事

の
県
政
へ
の
取
り
組
み
や
思
い
、

日
々
の
出
来
事
な
ど
を
分
か
り
易

く
ま
と
め
て
皆
様
に
お
届
け
し
て

参
り
ま
す
。
ご
一
読
下
さ
い
。

2020年 半年間の行事予定

日 時：２月16日（日）
　　　 AM １１：００～
場 所：ホテル東日本宇都宮
会 費：５０００円

日 時：５月中旬～６月上旬
場 所：未定
主 催：ハイキング愛好会

※会員の皆様には、日時・場所等が決まり次第ご連絡
　致します。

ゆりの会新年会（女性のみ）

ハイキング

※ゆりの会は、福田富一知事を支援する女性の会です。   
　毎年、２月の第３日曜日に『ゆりの会新年会』を
　秋に講師の先生をお招きしての『文化講演会』を
　開催しております。
　多くの皆様のご参加をお待ちしております。


